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1. はじめに

本剤は施設栽培用および葉たばこ倉庫用のくん
煙殺虫・殺ダニ剤として開発を行い、平成2 3年 4
月より販売を開始いたしました。

有効成分は合成ピレスロイド系のビフェントリン
で、速効性に優れ、くん煙直後より強い殺虫力を示
す缶型のくん煙剤です。

日曹のくん煙剤シリーズの新しい１剤として、他
の日曹くん煙各剤同様にご愛顧のほどよろしくお願
い申し上げます。

2. 有効成分と製剤

 （農林水産省登録 第22650 号）
成分 ２－メチルビフェニル－３－イルメチ

ル＝（Ｚ）－（１ＲＳ，３ＲＳ）－３－（２
－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロ
パ－１－エニル）－２，２－ジメチルシ
クロプロパンカルボキシラート…（ビ
フェントリン）５．０％

剤型 くん煙剤
性状 類白色発煙性円柱状　

径2.1～ 2.5mm，長さ2～20mm
製剤毒性 医薬用外劇物

3. 安全性

有害性情報
刺激性：

皮膚刺激性（製品） なし（ウサギ）

眼刺激性（製品） 軽度の刺激性であるが、ス
コア値等からGHS 区分外
とした。（ウサギ）

感作性（製品） 皮膚感作性なし（モルモッ
ト）

変異原性：
Ames 試験（原体） 陰性
染色体異常試験（原
体）

陰性（ラットを用いた骨髄
細胞でのin vivo試験）

ラット肝初代培養細
胞を用いた不定期
DNA合成試験（原体）

陰性

急性毒性：
急性経口毒性（製品） LD50（ラット）：＞2,000mg／kg
急性経皮毒性（製品） LD50（ラット）：＞2,000mg／kg
急性吸入毒性（製品） LC50（ラット）：＞1.63mg／L
発ガン性試験（原体） 腫瘍発生の増加なし。（ラッ

ト）（2 年）（マウス）（18 ケ月）

環境影響情報
環境影響情報：

水生毒性（急性）
本製品の水生生物に対する毒性データはないが、
ビフェントリンのデータは次の通りである。加算
による混合物の分類により、GHS 区分1 とした。
水生毒性（慢性）
ビフェントリンが急速分解性でないことから、
GHS 区分1 とした。長期的影響により水生生物に
非常に強い毒性がある。
くん煙中は、魚介類を飼っている水槽等を置いて
はならない。
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環境毒性：
急性魚毒性（原体） LC50（コイ）：

0．00033mg ／L（96hr）
藻類生長阻害毒性

（原体）
EbC50：＞22mg ／L（72hr）

ミジンコ遊泳阻害毒
性（原体）

EC50（オオミジンコ）：
0．00037mg ／L（48hr）

4. 特長

・殺虫殺ダニ剤ビフェントリン（合成ピレスロイド

系）を有効成分とするくん煙剤です。
・くん煙剤なので、ハウス内の湿度を高めず、作物

の汚れも少なく、省力防除ができます。
・ハダニ類、アブラムシ類に高い効果を示します。

（ピレスロイド抵抗性系統を除く）
・登録の果菜類作物では収穫前日まで使用できま

す。
・ミツバチは、くん煙３日目の夕刻以降ハウスへ再

導入できます。
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